


次
世
代
に
つ
な
ぐ

次
世
代
に
つ
な
ぐ  

山
形
市
の
農
業

山
形
市
の
農
業

　
市
で
は
、
市
農
業
戦
略
本
部
を
設
置
し
農
業
に
関
わ
る
諸
問
題
の
解
決
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
農
業
を
次
世
代
に
着
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

市
が
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

�問　 

農
政
課
　
☎
内
線
４
３
７

地域全体で農業の未来を考える地域全体で農業の未来を考える

農地の未来を描く農地の未来を描く地域計画地域計画

　近年、高齢化や人口減少の本格化により農業者の減少や遊休農地※の拡大が加速し、
地域の農地が適切に利用されないことが懸念されています。
※遊休農地…現に耕作されておらず、引き続き耕作されないと見込まれる農地。

・�担い手別に色分けした地図を見ながら話し合うことで、農地をまとめやすくなり効率
的な農業経営に役立つ。

・�「将来自分の農地を誰が耕作するのか」見通しがつくことで、安心して農地の貸し借
りができる。

・担い手の規模拡大がスムーズになり、経営発展につながる。

　地域農業を守るため、今後10年間の地域の農地利用の姿を明確化し、誰が・どこの
農地で・どんな作物を・どのように栽培するのかを地域の皆さんで話し合い作り上げた、
将来の計画となる「地域計画」を３月に策定しました。
　今後も策定した計画に沿って継続的に地域で協議を行い、より実行力のある地域計画
となるよう進めていきます。

利用されない農地が課題

計画で農地利用を効率的に

地域計画のメリット

※それぞれの地域で策定した地域計画について詳しくは、市ホームページへ。

▲地域計画の一部

さらなる農地集約化へ
　農地集約化モデル事業に取り組んだ南山形地区と南沼原地区を紹介します。
・南山形地区
　地区で一般社団法人 南山形お互いさまの会を立ち上げ、地区内の農地を農地中間管
理機構※を経由して丸ごと借り受けし、農地の維持・管理などを行っています。
※農地中間管理機構…農用地を農家から借り受け、地域農業の担い手へ貸し付ける仲介となる組織。

・南沼原地区
　地区で独自に農地利用調整委員会を立ち上げ、若手農家を中
心に地域農業の現状を把握し集約可能な農地を確認。
　さらに、ポスター・チラシを作成して調整委員会の活動を周
知し、農地の出し手の掘り起こしを行い集約化しています。 ▲作業中の若手農家
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未来のさくらんぼ農家を育てる未来のさくらんぼ農家を育てる

未来の農家の成長をサポート未来の農家の成長をサポート
山形市さくらんぼトレーニングファーム山形市さくらんぼトレーニングファーム

　全国でも上位の収穫量を誇る山形市のさくらんぼ。しかし、高齢化により
経営の継続が困難になる生産者が増えています。
　また、さくらんぼは高度な技術の習得や園地の確保が難しいなどの理由で
他の農作物に比べて新規参入のハードルが高くなっています。

　高所作業を減らすことや、スマート農業の活用などで効率的に生産を進めてい
く知識、防霜対策や高温対策などの気候変動に対応する知識を習得してもらうため、
研修体制を整えます。

　関係機関と連携し、実地研修やベテラン生産者の技術継承を目的とした既存園
地での実習など、独立まで充実した実践経験を積む場を提供します。
　独立後もベテラン生産者からのアドバイスや農業機械の補助などのサポート体
制を整えます。

　担い手不足を解消するため市では、長期にわたって未来のさくらんぼ農
家を育成する「山形市さくらんぼトレーニングファーム」を2026（令和８）
年度に開設します。

さくらんぼ農家の課題

担い手不足の解消へ

効率的で気候変動に負けない知識を習得

実践環境も独立後の支援も充実

実施中の新規就農支援

就農までの流れ

�時　 �令和８年２月28日（土）まで
�内　 �１～５日間の短期間就農体験
�申　 �研修希望日の2週間前まで
※申し込み方法など詳しくは、市ホームページへ。

�時　 �9月中旬予定
�内　 �バスで農家などの訪問、 圃場視察
※詳しくは、市ホームページへ。

▼新規就農短期体験フリープラン ▼新規就農バスツアー

研修期間（2～3年） 独立就農後（最長10年サポート）

①作る【栽培技術】 安定経営に向けて【営農支援】②販売する【経営】
栽培技術の基礎習得
・�トレーニングファーム・サテライト

型研修圃
ほ

場での実習研修
・座学での理論習得

独立後も継続して支援
・市新規就農受入協議会による支援
・指導者からの継続的アドバイス
・補助事業による機械・施設整備支援

持続可能な経営術の取得
・栽培作物検討 （さくらんぼとの組み合わせ）
・経営管理
・販売経路
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山
形
市
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
キ
ッ
ツ
ビ
ュ

ー
エ
ル
市
は
、
令
和
５
年
に
姉
妹
都
市
締
結
60

年
を
迎
え
ま
し
た
。
両
市
の
姉
妹
都
市
締
結
の

き
っ
か
け
は
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
た
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
存
在
に
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
初
の
３
冠
を
達
成
し

た
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
民
、
ト
ニ
ー
・
ザ

イ
ラ
ー
氏
が
映
画『
銀
嶺
の
王
者
』（
１
９
６
０

年
）
の
撮
影
の
た
め
蔵
王
を
訪
れ
た
際
、
ス

キ
ー
環
境
が
よ
く
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス

キ
ー
関
係
者
を
中
心
に
両
市
間
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
長
年
こ
の
交
流
を
支
え
て
き

た
山
形
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
ク
ラ
ブ
の
四
代

目
会
長
・
岡
崎 

彌
平
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

交
流
の
原
点
～
「
先
駆
け
」
が
紡
ぐ
半
世

紀
の
物
語
～

　

岡
崎
会
長
は
交
流
が
始
ま
っ
た
当
時
を
振

雪原から生まれた友情 雪原から生まれた友情 
山形キッツビューエルクラブ山形キッツビューエルクラブ
会長が語る会長が語る
60年の歩みとこれから60年の歩みとこれから

スキーがつなぐ友情スキーがつなぐ友情
～山形市とキッツビューエル市の60年～～山形市とキッツビューエル市の60年～

山形市生まれ。
オーストリア・キッツビューエル市との理想的な姉妹都市
関係の構築を目指す「山形キッツビューエルクラブ」で、
会員として活動後、会長に就任。訪問団の一員としてキッ
ツビューエル市を幾度となく訪れ、民間外交の推進にも尽
力している。
株式会社高見屋旅館 代表取締役会長。
蔵王エリアを中心に複数のリゾート施設を展開。地域の観
光資源の魅力を国内外に発信し続けている。

 プロフィール

山形キッツビューエルクラブ会長

岡
お か

崎
ざ き

 彌
や

平
へ い

治
じ

さん

キッツビューエル市とは？
オーストリアにある
　　　アルプス山麓の都市

位　置　オーストリア西部・チロル州
人　口　約8,000人
面　積　58㎢（蔵王＋滝山地区面積とほぼ同じ）
公用語　ドイツ語
時　差　８時間
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り
返
り
「
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に

も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
姉
妹
都
市
の
関
係
を
持

っ
て
い
る
都
市
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
山
形
市
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
古
く
か
ら
交

流
が
あ
り
、
国
際
交
流
の
先
駆
け
と
な
り
ま

し
た
。
私
が
６
歳
の
頃
、
当
時
ス
キ
ー
界
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
だ
っ
た
ト
ニ
ー
・
ザ
イ
ラ

ー
氏
が
蔵
王
で
ロ
ケ
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
も
ト
ニ
ー
・
ザ
イ
ラ
ー
氏
は
よ
く
来
る

よ
う
に
な
り
、
私
が
８
歳
だ
っ
た
頃
、
山
形

市
と
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
は
姉
妹
都
市
と

な
り
ま
し
た
。
交
流
10
周
年
の
記
念
で
、
山

形
市
初
の
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
キ
ッ
ツ
ビ

ュ
ー
エ
ル
市
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
ま
ち
を

挙
げ
て
の
パ
レ
ー
ド
で
盛
大
に
歓
迎
し
て
く

れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
大
切

に
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
両
市
が

何
度
も
訪
問
団
を
派
遣
し
、
こ
こ
ま
で
良
好

な
関
係
を
築
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
蔵
王
と
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
が
ス
キ
ー
環
境

で
共
通
点
が
多
い
こ
と
も
縁
を
感
じ
る
と
話
し

ま
す
。

　「
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
で
は
優
勝
者
が
カ
イ
ザ

ー
（
帝
王
）
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
ス
キ
ー
レ
ー
ス

『
ハ
ー
ネ
ン
カ
ム
・
レ
ー
ス
』
が
毎
年
開
催
さ

れ
ま
す
が
、『
ハ
ー
ネ
ン
カ
ム
』
と
は
ド
イ
ツ
語

で
『
鳥
の
頭
』
を
意
味
し
ま
す
。
蔵
王
温
泉
ス

キ
ー
場
に
も
こ
の
レ
ー
ス
に
ち
な
ん
だ
『
ハ
ー
ネ

ン
カ
ム
コ
ー
ス
』
と
い
う
競
技
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。こ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
山
の
名
前
は
鳥
兜か

ぶ
と

山
で
、

こ
ち
ら
も
『
鳥
の
頭
』
を
意
味
す
る
名
に
な
っ

て
い
て
面
白
い
縁
を
感
じ
ま
す
」

キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
の
魅
力
～
歴
史
、
食
、

そ
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
～

　「
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
は
、
お
と
ぎ
話
の

よ
う
な
美
し
い
景
観
と
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気

で
、
訪
れ
る
人
々
を
引
き
つ
け
ま
す
。
治
安

も
良
好
で
、
日
本
人
観
光
客
も
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
帝
国
が
築
か
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
文
化
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ち

の
機
能
的
な
部
分
は
時
代
に
合
わ
せ
て
進
化

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
昔
の
も
の
は
大
切
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
50
年
前
に
訪
れ
た

と
き
に
あ
っ
た
建
物
も
当
時
の
ま
ま
今
も
き

れ
い
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
食
事
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
表
料
理

『
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
』（
カ
ツ
レ
ツ
）
が
手
軽

に
楽
し
め
ま
す
。
私
の
お
す
す
め
は
、
外
は

カ
リ
カ
リ
、
中
は
ふ
わ
ふ
わ
の
焼
き
た
て
パ

ン
に
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー

の
ジ
ャ
ム
を
添
え
る
朝
食
で
す
が
、
周
辺
国

の
影
響
を
受
け
た
料
理
や
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な

ら
で
は
の
料
理
な

ど
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
富
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
人
の
親

切
さ
に
は
常
に
感

銘
を
受
け
て
い
ま

す
。
人
と
話
し
た

り
、
人
に
優
し
く

し
た
り
す
る
の
が

好
き
な
国
民
性
で
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
あ
ふ
れ
る
国
だ
と
思
い
ま
す
」

未
来
へつ
な
ぐ
交
流
と
市
民
への
メッ
セ
ー
ジ

　「
山
形
市
と
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
の
姉
妹
都

市
と
し
て
の
友
好
交
流
は
、
単
な
る
歴
史
的
関

係
に
と
ど
ま
ら
ず
、両
市
が
ス
キ
ー
文
化
を
育
み
、

世
代
を
超
え
て
友
情
を
深
め
て
き
た
証
し
で
す
。

私
た
ち
山
形
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
ク
ラ
ブ
と
キ
ッ
ツ

ビ
ュ
ー
エ
ル
市
に
あ
る
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
山
形
ク

ラ
ブ
の
よ
う
に
、
民
間
交
流
も
深
ま
り
、
次
世

代
に
も
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン

プ
と
ア
ル
ペ
ン
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
、
共
に
世

界
的
な
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
地
と
い
う
共
通
点

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
60
周
年
を
機
に
、
さ
ら
に

交
流
が
活
発
化
し
、
山
形
市
と
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ

ル
市
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
市
民
訪
問
団
で
は
、
キ
ッ
ツ

ビ
ュ
ー
エ
ル
市
民
と
よ
り
深
く
交
流
し
、
キ
ッ
ツ

ビ
ュ
ー
エ
ル
市
の
魅
力
的
な
文
化
を
体
験
で
き
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
特
別
な
機
会
に
ぜ

ひ
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
へ
の
市
民
訪
問
団
に
参

加
し
、
そ
の
魅
力
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

キッツビューエル市の美しい自然景観

シュニッツェル（カツレツ）※イメージ

�時　 �９月29日㈪～10月６日㈪ 　�対　 �先着20人
�申　 �７月１日午前10時から
※�旅行代金、旅程、参加申し込みなど詳しくは、株式会社JTB 
山形支店（☎641-9500）へ。

※市民訪問団について詳しくは、市ホームページへ。
�問　 �国際交流センター　☎647-2275

１日目　　山形市出発
２日目　　世界遺産の都 ザルツブルク市視察
　　　　　キッツビューエル市到着
3–４日目　キッツビューエル市での交流活動
5–７日目　魅惑の古都インスブルック市、
　　　　　ミュンヘン市（ドイツ）滞在
８日目　　山形市到着

姉妹都市締結60周年記念　市民訪問団参加者募集市長と行く

訪問日程キッツビューエル市を広く市民の皆さんに知ってもらい、
さらなる友好親善を図るため、市長を団長にキッツビュー
エル市へ市民訪問団を派遣します。
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